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１ 

日
本
橋
（
に
ほ
ん
ば
し
）

～
江
戸
・
東
京
の
中
心
地
を
歩
く
～

土
木
遺
産
さ
ん
ぽ
の
は
じ
ま
り
は
、
４
０
０
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
、
江
戸
・
東
京
の
中
心
地
で
あ
り
続
け
る
日
本

橋
で
す
。
日
本
橋
は
、
お
そ
ら
く
日
本
で
最
も
有
名
な
橋
き
ょ
う

梁り
ょ
うと
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
橋
名
は
、
周
辺
地
域
の
地
名
と

し
て
も
定
着
し
て
い
ま
す
。

日
本
橋
の
架
橋
は
、
江
戸
初
期
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
絵
図
や
浮
世
絵
に
は
、
多
く
の
人
々
で
賑
わ
う
日

本
橋
と
そ
の
周
辺
の
ま
ち
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
令
和
の
現
在
、
日
本
橋
周
辺
を
訪
れ
る
と
、
街
並
み
こ
そ
一
変

し
た
も
の
の
、
い
ま
な
お
往
時
の
賑
わ
い
を
受
け
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

江
戸
・
東
京
の
中
心
地
で
あ
り
続
け
る
日
本
橋
周
辺
に
は
、
そ
の
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
が
物
語
る
よ
う
に
、
実
に
様
々
な

歴
史
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
日
本
橋
を
起
点
に
、
そ
う
し
た
歴
史
を
物
語
る
土
木
遺
産
を
見
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
橋
の
成
り
立
ち

１
６
０
３
（
慶
長
８
）
年
、
徳
川
家
康
は
江
戸
に
幕
府
を
開
く
と
天
下
普ぶ

請し
ん

を
発
令
し
、
諸
国
の
大
名
に
命
じ
て
江
戸

城
と
そ
の
城
下
町
の
建
設
を
加
速
さ
せ
ま
す
。
内う
ち

濠ぼ
り

や
外そ
と

濠ぼ
り

を
築
い
て
城じ
ょ
う
か
く郭

を
整
え
、
日
比
谷
入
江
を
埋
め
立
て
て
市
街

を
開
き
、
日
本
橋
川
を
は
じ
め
と
し
て
市
街
を
め
ぐ
ら
す
掘ほ
り

割わ
り

運
河
を
開
削
し
、“
水
都
”
と
も
称
さ
れ
る
城
下
町
江
戸
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の
骨
格
を
形
作
っ
て
い
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
江
戸
を
中
心
と
す
る
全
国
の

街
道
網
の
整
備
に
も
着
手
し
、
１
６
０
４
（
慶
長
９
）
年
に
五
街
道
の
起
点

と
し
て
「
日
本
橋
」
を
位
置
付
け
ま
し
た
。

初
代
日
本
橋
の
架
橋
年
次
に
は
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
街
道
の
起
点
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
る
以
前
の
１
６
０
３
（
慶
長
８
）
年
に
架
橋
さ
れ
た
と
す
る

説
を
と
る
の
が
素
直
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
江
戸
時
代
の
数
々
の
絵
図
や
浮
世

絵
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
五
街
道
の
起
点
、
そ
し
て
舟
し
ゅ
う
う
ん運

と
陸
運
が
交

わ
る
物
流
の
拠
点
で
あ
っ
た
日
本
橋
に
は
、
実
に
多
く
の
人
々
が
往
来
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
内
舟
運
の
幹
線
と
も
い
え
る
日
本
橋
川
に
は
、
物

や
人
を
運
ぶ
多
数
の
船
が
行
き
交
っ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
日
本
橋
は
木
造
橋
梁
で
、
架
橋
以
来
た
び
重
な
る
大
火
で
焼

失
し
、
幾
度
も
架
け
替
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
20
代
目
に
し
て
初
め
て
石
造
で
架
橋
さ
れ
た
の
が
、
１
９
１
１

（
明
治
44
）
年
４
月
３
日
に
開
橋
し
た
現
在
の
日
本
橋
で
す
。

橋
長
４
９
・
０
ｍ
、
橋
幅
２
７
・
３
m
、
花か

崗こ
う

岩が
ん

を
用
い
た
石
造
２
連
※
ア
ー
チ
構
造
の
現
在
の
日
本
橋
（
写
真­

１
）
は
、

土
木
技
術
者
と
建
築
家
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
構
造
設
計
を
担
当
し
た
の
は
、東
京
市（
当
時
）

の
橋
梁
課
長
の
樺か
ば

島し
ま

正ま
さ

義よ
し

と
主
任
技
師
の
米よ
ね

本も
と

晋し
ん

一い
ち

の
２
人
の
土
木
技
術
者
で
す
。
一
方
、
意
匠
や
装
飾
を
担
当
し
た
の

は
、
横
浜
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
を
設
計
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
建
築
家
の
妻つ
ま

木き

頼よ
り

黄な
か

と
彫
刻
家
の
渡わ
た

辺な
べ

長お
さ

男お

で
す
。
首
都 写真１　現在の日本橋
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Ⅰ都心編
 1.日本橋

東
京
、
さ
ら
に
言
え
ば
日
本
を
代
表
す
る
橋
梁
を
架
け
る
た
め
、
土
木
や

建
築
と
い
っ
た
分
野
の
壁
を
越
え
て
、
当
時
の
技
術
の
粋
が
集
め
ら
れ
た

の
で
す
。

五
街
道
の
起
点
で
あ
っ
た
日
本
橋
は
、
そ
の
後
、
国
道
の
起
点
に
も
定

め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
示
す
の
が
、
２
つ
の
道
路
元
標
「
東
京
市
道
路

元
標
」
と
「
日
本
国
道
路
元
標
」
で
す
。

東
京
市
道
路
元
標
（
写
真
２
）
は
、
現
在
、
日
本
橋
の
橋は
し

詰づ
め
※
に
移
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
東
京
市
道
路
元
標
は
、
日
本
橋
を
通
っ
て
い
た
路
面
電
車
の
架
線
柱
を
兼
ね
た
照
明
柱
で
し

た
が
、
路
面
電
車
の
廃
止
に
伴
い
、
１
９
７
２
（
昭
和
47
）
年
に
現
在
の
位
置
に
移
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
、
東
京
市

道
路
元
標
の
あ
っ
た
場
所
、
つ
ま
り
日
本
橋
の
中
央
に
、
真
し
ん
ち
ゅ
う鍮
板
の
日
本
国
道
路
元
標
が
埋
め
込
ま
れ
た
の
で
す
。

日
本
国
道
路
元
標
は
、
現
在
も
日
本
橋
の
中
央
に
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
４
車
線
の
車
道
の
中
央
に
位
置
す
る
た

め
、
普
段
は
近
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
移
設
さ
れ
た
東

京
市
道
路
元
標
の
隣
に
、
日
本
国
道
路
元
標
の
複
製
（
写
真
３
）
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
こ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

現
在
の
日
本
橋
は
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
の
関
東
大
震
災
の
際
に
青

銅
製
の
照
明
灯
や
高
欄
※
な
ど
が
破
損
し
ま
し
た
が
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）

年
に
は
破
損
個
所
の
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
震
災
で
は
、
日
本

写真２　移設された東京市道路元標

写真３　日本国道路元標の複製



6　

橋
の
躯
体
※
自
体
に
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
橋
の
下
で
船
が
炎

上
し
た
た
め
、
橋
の
裏
面
に
は
い
ま
だ
に
そ
の
焼
け
跡
が
残
っ
て
い
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
際
に
は
、
１
９
４
４
（
昭
和
19
）
年

の
東
京
大
空
襲
で
橋
上
に
焼
し
ょ
う
夷い

弾だ
ん

が
落
と
さ
れ
、
現
在
で
も
歩
道
の
舗
装
に
そ
の

痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真
４
）。

こ
う
し
た
幾
多
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
日
本
橋
は
、
技
術
的
・
意
匠
的
に

優
れ
た
明
治
期
を
代
表
す
る
石
造
ア
ー
チ
橋
※
で
あ
る
と
し
て
、
１
９
９
９
（
平

成
11
）
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
開
橋
１
０
０
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
か
ら
２
０
１
１
（
平
成
23
）
年
に
か
け

て
大
規
模
な
補
修
工
事
が
行
わ
れ
、
新
た
な
１
０
０
年
に
向
け
て
再
ス
タ
ー
ト
を

切
っ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
橋
と
日
本
橋
川
の
直
上
に
は
、
首
都
高
速
道
路
の
高
架
橋

が
ま
る
で
蓋
を
す
る
か
の
よ
う
に
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
写
真
５
）。
こ
れ
は
、

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
て
建
設
さ
れ
た
も

の
で
、
開
催
に
間
に
合
わ
せ
る
と
い
う
時
間
的
な
制
約
が
あ
る
中
で
、
日
本
橋
と

日
本
橋
川
の
直
上
に
架
橋
す
る
選
択
肢
が
取
ら
れ
た
結
果
で
す
。
お
そ
ら
く
、
当

写真５　日本橋の直上に架かる首都高速道路

写真４　日本橋の歩道に残る焼夷弾の跡
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Ⅰ都心編
 1.日本橋

時
の
技
術
者
等
が
議
論
に
議
論
を
重
ね
、
知
恵
を
絞
り
に
絞
っ
た
う
え
で
、
こ
の
結
論
に
至
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

現
在
、
日
本
橋
直
上
の
首
都
高
速
道
路
を
地
下
化
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
す
。
完
成
は
し
ば
ら
く
先
に
な
る

で
し
ょ
う
が
、
後
世
に
恥
じ
ぬ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と
知
恵
を
絞
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
ね
。

※
連
（
橋
梁
）：
構
造
形
式
が
異
な
る
、
ま
た
は
伸
縮
装
置
や
目
地
等
に
よ
り
縁
の
切
れ
た
橋
梁
の
数
を
数
え
る
単
位
の
こ
と
。　

※
橋
詰�

・
橋
詰
広
場
：
橋
詰
は
、
橋
の
た
も
と
の
こ
と
。
橋
詰
広
場
は
、
橋
詰
に
設
け
ら
れ
た
広
場
の
こ
と
。

※
高
欄�

：
通
行
す
る
人
や
車
両
が
転
落
し
な
い
よ
う
、
橋
梁
の
側
辺
に
設
置
さ
れ
る
柵
状
の
工
作
物
の
こ
と
。
欄
干
と
も
い
う
。

※
躯
体
：
建
造
物
の
主
要
な
構
造
部
分
の
こ
と
。

※
ア
ー
チ
橋
：
主
桁
が
ア
ー
チ
構
造
の
橋
梁
の
こ
と
。

江
戸
の
賑
わ
い
を
今
に
伝
え
る
室
町
と
東
西
堀ほ
り

留ど
め

川が
わ

跡
　

　

日
本
橋
の
北
、
か
つ
て
日
本
橋
通
り
と
呼
ば
れ
て
い
た
現
在
の
中
央
通
り
の

東
側
に
、「
日
本
橋
室む
ろ

町ま
ち

」
と
呼
ば
れ
る
一
角
が
あ
り
ま
す
。
壮
麗
な
建
築
物
が

建
ち
並
ぶ
中
央
通
り
と
は
異
な
り
、
室
町
に
一
歩
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
比
較

的
規
模
の
小
さ
い
建
築
物
が
建
ち
並
ぶ
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
※
で
活
気
に
あ

ふ
れ
た
商
店
街
が
広
が
り
ま
す
（
写
真
６
）。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
か
つ
て
こ
の

一
帯
に
は
魚
市
場
が
開
か
れ
、
江
戸
・
東
京
の
台
所
と
も
呼
ば
れ
た
庶
民
の
集

ま
る
商
業
地
だ
っ
た
の
で
す
。

江
戸
時
代
の
物
流
の
基
幹
は
、
舟
を
使
っ
た
舟
運
で
し
た
。
そ
う
し
た
舟
運

写真６　室町の街並み
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と
陸
運
の
結
節
点
、
つ
ま
り
船
荷
を
積
み
下
ろ
し
す
る
場
所
を
「
河か

岸し

」
と
呼
び
ま
す
。
江
戸
時
代
、
日
本
橋
の
北
東
岸
、

つ
ま
り
室
町
の
日
本
橋
川
沿
い
は
「
魚う
お

河が

岸し

」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
将
軍
家
に
献
上
す
る
魚
介
類
は
こ
こ
で
荷
揚
げ

さ
れ
、
そ
の
残
り
を
庶
民
に
提
供
す
る
た
め
、
ま
ず
本
小
田
原
町
に
魚
市
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
魚
市
場
の

規
模
は
拡
大
し
、
現
在
の
室
町
一
帯
へ
と
広
が
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

実
は
こ
の
魚
市
場
は
、
明
治
以
降
も
こ
の
地
で
開
か
れ
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
の
関
東
大

震
災
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
、現
在
の
築
地
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
築
地
市
場
も
、豊
洲
へ
と
移
転
さ
れ
ま
し
た
ね
。

さ
て
、
こ
の
室
町
一
帯
は
、
魚
介
類
以
外
に
も
様
々
な
物
資
の
集
積
地
で
し
た
。
そ
う
し
た
物
流
を
支
え
た
の
は
、
か

つ
て
日
本
橋
川
か
ら
引
き
込
ま
れ
て
い
た
２
本
の
堀
留
川
、「
東
堀
留
川
」
と

「
西
堀
留
川
」
で
す
。
堀
留
と
は
堀
を
掘
っ
た
際
の
行
き
止
ま
り
を
指
し
ま
す

が
、
こ
の
堀
留
川
は
、
も
と
も
と
こ
こ
へ
注
い
で
い
た
河
川
を
埋
め
立
て
る
際
、

そ
の
河
口
部
を
埋
め
残
し
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
に
入
る
と
、舟
運
か
ら
鉄
道
等
の
陸
運
へ
と
物
流
の
基
幹
が
シ
フ
ト
し
、

舟
運
路
は
徐
々
に
そ
の
機
能
を
失
っ
て
い
き
ま
し
た
。
江
戸
の
物
流
を
支
え
た

東
西
の
堀
留
川
も
そ
の
例
外
で
は
な
く
、
西
堀
留
川
は
、
１
９
２
３
（
大
正

12
）
年
の
関
東
大
震
災
の
焼
土
と
瓦が

礫れ
き

に
よ
り
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
ま
で

に
、
東
堀
留
川
は
戦
災
の
瓦
礫
に
よ
り
１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
ま
で
に
埋
め

立
て
ら
れ
ま
し
た
。

写真７　堀留児童公園
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 1.日本橋

し
か
し
現
在
で
も
、
こ
れ
ら
の
堀
留
川
の
痕
跡
は
、
街
路
網
を
丹
念
に
観
察
す
る
こ
と
で
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
東
堀
留
川
の
跡
地
に
は
堀
留
児
童
公
園
が
開
設
さ
れ
、
土
地
の
記
憶
を
継
承
し
て
い
ま
す
（
写
真
７
）。

�
※�
ヒ
ュ�

ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
：
物
の
大
き
さ
や
空
間
の
規
模
を
人
の
体
や
体
の
一
部
分
を
尺
度
に
し
て
考
え
る
こ
と
。
ま
た
、
人
の
感
覚
等
に
適

し
た
物
の
大
き
さ
や
空
間
の
規
模
の
こ
と
。

駿す
る

河が

町
と
三
井
越
後
屋
呉
服
店

日
本
橋
通
り
を
挟
ん
で
室
町
と
反
対
側
に
は
、
か
つ
て
「
駿
河
町
」
と
呼
ば

れ
た
町
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
い
ず
れ
も
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
三
井
本
館
と
日
本
橋
三
越
本
店
（
写
真
８
）
に
挟
ま
れ
た
通
り
が
、
か
つ

て
駿
河
町
の
あ
っ
た
通
り
で
す
。

江
戸
時
代
の
駿
河
町
に
は
、
三
越
の
前
身
に
あ
た
る
三
井
越
後
屋
呉
服
店
が

暖の
れ
ん簾
を
連
ね
、
た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
駿
河
町
と
い
う
町

名
の
由
来
は
、
駿
河
の
国
の
人
々
が
町
を
開
い
た
か
ら
と
も
、
通
り
か
ら
駿
河

の
国
の
富
士
山
が
見
え
た
か
ら
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
駿
河
町
の
ま

ち
な
み
は
、
富
士
山
の
眺
望
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
数
々
の
絵
図
や
浮
世
絵

に
描
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
駿
河
町
の
あ
っ
た
通
り
は
「
江
戸
桜
通
り
」
と
呼
ば
れ
、
往
時
の
賑

写真８　三井本館（右）と日本橋三越本店（左）
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わ
い
こ
そ
見
ら
れ
な
い
も
の
の
、
荘
厳
な
歴
史
的
建
造
物
が
並
ぶ
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
（
写
真
９
）。

金
座
と
日
本
銀
行

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
江
戸
時
代
、
徳
川
幕
府
は
、
金
貨
、
銀
貨
、
銭
貨
の

三
貨
に
よ
る
貨
幣
制
度
を
確
立
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
金
貨
は
金
座
、
銀
貨

は
銀
座
、
銭
貨
は
銭
座
で
鋳
造
さ

れ
、
こ
の
う
ち
「
金
座
」
が
あ
っ

た
の
が
、
先
ほ
ど
の
江
戸
桜
通
り

沿
い
、
現
在
の
「
日
本
銀
行
」
の

敷
地
で
す
。

１
５
９
６
（
慶
長
元
）
年
頃
、
徳
川
家
康
の
命
で
後
藤
家
が
本
町
１
丁

目
（
現
在
の
日
本
橋
本ほ
ん

石ご
く

町ち
ょ
う）
に
屋
敷
を
構
え
、
金
貨
を
鋳
造
し
始
め
た

こ
と
が
金
座
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
金
座
は
、
勘
定
奉
行
の
支

配
下
に
置
か
れ
、
金
貨
の
鋳
造
、
鑑
定
、
発
行
等
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

明
治
に
入
る
と
、
１
８
６
９
（
明
治
２
）
年
の
造
幣
局
の
設
置
に
伴
い
、

金
座
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、こ
の
金
座
の
跡
地
に
建
設
さ
れ
た
の
が
、

写真９　江戸桜通り

写真 10　日本銀行本店
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Ⅰ都心編
 1.日本橋

現
在
の
日
本
銀
行
で
す
（
写
真
10
）。

日
本
銀
行
は
、
１
８
８
２
（
明
治
15
）
年
６
月
の
日
本
銀
行
条
例
制
定
を
受

け
、
同
年
10
月
10
日
に
開
業
し
ま
し
た
。
開
業
当
時
の
日
本
銀
行
は
、
現
在
の

日
本
橋
箱は
こ

崎ざ
き

町ち
ょ
うに

あ
り
ま
し
た
が
、
１
８
９
６
（
明
治
29
）
年
４
月
に
金
座

の
跡
地
に
移
転
し
て
き
た
の
で
す
。
こ
の
時
建
て
ら
れ
た
日
本
銀
行
本
店
は
、

東
京
駅
の
設
計
で
知
ら
れ
る
辰た
つ

野の

金き
ん

吾ご

の
設
計
に
よ
る
も
の
で
、
こ
の
建
物

は
１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
に
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

二
本
の
ト
キ
ワ
橋

日
本
銀
行
の
西
側
を
流
れ
る
日
本
橋
川
に
は
、
２
本
の
ト
キ
ワ
橋
が
架
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
部
首
の
異
な
る
２
つ
の
漢
字
で
表
さ
れ
る
、石
の
「
常
磐
橋
」

（
写
真
11
）
と
皿
の
「
常
盤
橋
」（
写
真
12
）
で
す
。

江
戸
時
代
、
金
座
の
西
側
に
は
、
江
戸
城
の
城
門
の
一
つ
「
常
盤
橋
門
」

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
常
盤
橋
門
は
、
江
戸
城
の
正
門
で
あ
る
大
手
門

写真 11　常磐橋（上流左岸側から。奥に見えるのが常盤
橋門の石垣）

写真 12　常盤橋
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に
向
か
う
外が
い

郭か
く

正
門
と
し
て
１
６
２
９
（
寛
永
６
）
年
に
設
置
さ
れ
、
田
安
門
、
神
田
橋
門
、
半
蔵
門
、
外
桜
田
門
と
と

も
に
江
戸
五
口
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
重
要
な
城
門
で
し
た
。
ま
た
、
中
世
以
来
の
主
要
拠
点
で
あ
る
浅
草
と
江
戸
を
結

ぶ
街
道
へ
と
通
ず
る
城
門
と
し
て
も
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
明
治
に
入
り
、
常
盤
橋
門
は
廃
止
さ
れ
ま
す

が
、
そ
の
跡
地
に
は
見み

附つ
け

の
土
手
や
石
垣
の
一
部
が
残
さ
れ
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に
「
常
盤
橋
門
跡
」
と
し
て
国

の
史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
史
跡
周
辺
は
常
盤
橋
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
常

盤
橋
公
園
、
す
な
わ
ち
か
つ
て
の
常
盤
橋
門
か
ら
日
本
橋
川
の
対
岸
へ
と
渡
し
て
い
る
橋
梁
が
「
常
磐
橋
」
で
す
。

話
は
少
し
や
や
こ
し
く
な
る
の
で
す
が
、
江
戸
時
代
、
常
盤
橋
門
と
対
岸
を
結
ん
で
い
た
の
は
、
常
盤
橋
と
呼
ば
れ
る

木
造
橋
で
し
た
。
明
治
に
入
る
と
、
萬ま
ん

世せ
い

橋
や
鍛
治
橋
、
呉
服
橋
と
と
も
に
、
常
盤
橋
も
旧
式
の
木
造
橋
か
ら
石
造
橋
へ

架
け
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
時
の
東
京
府
に
よ
り
架
け
替
え
が
行
わ
れ
、
１
８
７
７
（
明
治
10
）
年
、
橋
長

２
８
・
８
ｍ
、
橋
幅
１
２
・
６
ｍ
、
石
造
２
連
ア
ー
チ
構
造
の
現
在
の
常
磐
橋
が
竣
工
し
ま
し
た
。
常
磐
橋
は
、
都
内
に
現

存
す
る
最
古
の
石
造
橋
で
、
伝
統
的
な
日
本
の
石
造
技
術
を
基
盤
と
し
つ
つ
も
、
西
洋
の
手
法
や
意
匠
を
取
り
入
れ
た
、

近
代
石
造
橋
の
先
駆
け
と
も
な
る
和
洋
折
衷
様
式
を
特
徴
と
し
て
い
ま
す
。

さ
て
、
常
磐
橋
の
下
流
に
は
、
も
う
１
本
の
常
盤
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
常
盤
橋
は
、
関
東
大
震
災
の

復
興
事
業
の
一
環
で
架
橋
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
震
災
復
興
橋
梁
※
で
、
１
９
２
６
（
昭
和
元
）
年
に
竣
工
し
ま
し
た
。
常
磐

橋
と
比
較
す
る
と
、
２
連
の
ア
ー
チ
構
造
は
踏
襲
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
は
常
盤
橋
は
石
造
で
は
な
く
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
で
、
ま
た
、
橋
長
３
８
・
６
ｍ
、
橋
幅
２
７
・
０
ｍ
と
常
磐
橋
よ
り
も
ひ
と
回
り
規
模
が
大
き
く
、
車
両
交
通
も
賄

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
先
輩
格
の
常
磐
橋
の
意
匠
へ
の
配
慮
な
の
で
し
ょ
う
、
常
盤
橋
の
表
面
に
は
石
張
り
が
施
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Ⅰ都心編
 1.日本橋

さ
れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
は
あ
り
ま
す
が
、
常
磐
橋
の
よ
う
な
石
橋
の
雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

城
門
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
常
磐
橋
を
渡
る
と
、
そ
こ
は
も
う
江
戸
城
内
で
す
。

日
本
橋
に
始
ま
り
、
室
町
、
駿
河
町
、
金
座
、
常
磐
橋
と
、
土
木
遺
産
や
ま
ち
の
履
歴
に
触
れ
な
が
ら
、
江
戸
・
東
京

の
中
心
地
を
ぐ
る
り
と
め
ぐ
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
４
０
０
年
の
歴
史
を
反
映
し
て
、
日
本
橋
周
辺

に
は
、
わ
ず
か
５
０
０
ｍ
四
方
の
範
囲
に
、
実
に
様
々
な
歴
史
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
紹
介
し
つ
く
せ
な
か
っ
た
こ
と
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
土
木
遺
産
や
ま
ち
の
履
歴
が
、
日
本
橋
と
そ
の
周
辺
を
よ
り
深
く
知
る
糸

口
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

※
震
災�

復
興
橋
梁
：
１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
の
復
興
事
業
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
橋
梁
の
こ
と
。

〈
参
考
文
献
〉

阿
部�

貴
弘
・
篠
原
修
：「
近
世
城
下
町
大
坂
、
江
戸
の
町
人
地
に
お
け
る
城
下
町
設
計
の
論
理
」、
土
木
学
会
論
文
集
D
２
（
土
木

史
）、Vol.68, pp.69-81, 

土
木
学
会
、
２
０
１
２

阿
部
貴
弘
：「
湊
と
河
岸
」、『
み
る 

よ
む 

あ
る
く 

東
京
の
歴
史 
２
』、
吉
川
弘
文
館
、
２
０
１
７

伊
東
孝
：『
東
京
の
橋
ー
水
辺
の
都
市
景
観
』、
鹿
島
出
版
会
、
１
９
８
６

清
水�

英
範
・
布
施
孝
志
：『
再
現　
江
戸
の
景
観　
広
重
・
北
斎
に
描
か
れ
た
江
戸
、
描
か
れ
な
か
っ
た
江
戸
』、
鹿
島
出
版
会
、

２
０
０
９

鈴
木
理
生
：『
江
戸
・
東
京
の
地
理
と
地
名
』、
日
本
実
業
出
版
社
、
２
０
０
６

松
村
博
：『
江
戸
の
橋
～
制
度
と
技
術
の
歴
史
的
変
遷
～
』、
鹿
島
出
版
会
、
２
０
０
７
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２ 

四
谷
・
赤
坂
（
よ
つ
や･

あ
か
さ
か
）

～
江
戸
城
外
濠
の
西
縁
を
歩
く
～

江
戸
城
に
は
か
つ
て
、
36
か
所
の
見
附
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
見
附
と
は
、
城
門
警
固
の
た
め
の
見
張
り
場

所
の
こ
と
で
、
城
郭
の
要
所
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
で
も
、
こ
の
“
見
附
”
の
名
残
を
地
名
に
と
ど
め
て
い
る
の
が
、

江
戸
城
外
濠
に
置
か
れ
た
「
四
谷
見
附
」
と
「
赤
坂
見
附
」
で
す
。

見
附
が
設
置
さ
れ
た
城
門
は
、
城
郭
の
内
外
を
つ
な
ぐ
交
通
の
要よ
う

衝し
ょ
うで
し
た
。
そ
の
周
辺
に
は
、
近
世
の
街
道
や
近
代

の
鉄
道
と
い
っ
た
交
通
関
連
の
土
木
遺
産
を
は
じ
め
と
し
て
、
実
に
多
様
な
土
木
遺
産
が
集
積
し
て
い
ま
す
。

四
谷
見
附
か
ら
赤
坂
見
附
ま
で
、
反
時
計
回
り
に
、
江
戸
城
外そ
と

濠ぼ
り

の
西
縁
周
辺
に
積
層
す
る
土
木
遺
産
を
見
て
歩
き
ま

し
ょ
う
。

四
谷
見
附
と
四
谷
見
附
橋

現
在
の
国
道
20
号
に
あ
た
る
江
戸
五
街
道
の
１
つ
「
甲
州
街
道
」
は
、
日
本
橋
か
ら
四
谷
門
を
抜
け
、
内
藤
新
宿
を
は

じ
め
と
す
る
各
地
の
宿
場
を
経
て
甲
府
へ
と
通
じ
て
い
ま
し
た
。
四
谷
見
附
は
、
ま
さ
し
く
甲
州
街
道
の
江
戸
城
へ
の
出

入
り
口
で
あ
る
「
四
谷
門
」
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

１
６
３
６
（
寛
永
13
）
年
に
築
造
さ
れ
た
四
谷
門
は
、
方
形
の
空
間
を
石
垣
で
囲
む
形
式
の
い
わ
ゆ
る
枡ま
す

形が
た

門
※
で
し
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Ⅰ都心編
 2. 四谷・赤坂

START

GOAL

真田濠跡

喰違門

新四谷見附橋

四谷門

ホテル・ニューオータニ
（彦根藩井伊家屋敷跡）

上智大学
（尾張徳川家屋敷跡）

赤坂門

清水谷公園
（紀州徳川家屋敷跡）

市ヶ谷濠跡

外堀公園

弁慶橋

迎賓館赤坂離宮
（旧東宮御所）

外
堀
通
り

紀
尾
井
町
通
り

紀
尾
井
坂

首都高速

甲
州
街
道

弁
慶
濠

N

100ｍ

四ツ谷
駅

四谷見附橋

大久保利通の哀悼碑
玉川上水の石枡

現四谷見附橋の旧橋高欄

長池見附橋
（多摩ニュータウン長池公園）

四谷門の石垣
新御所トンネル

旧御所トンネル

四谷見附橋

赤坂門の石垣
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た
が
、
明
治
維
新
後
の
１
８
７
２
（
明
治
５
）
年
に
枡
形
石
垣
に
渡
さ
れ
て

い
た
渡
わ
た
り

櫓や
ぐ
らが

撤
去
さ
れ
、
さ
ら
に
１
８
９
９
（
明
治
32
）
年
に
は
枡
形
石
垣

の
一
部
も
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。
枡
形
を
形
作
っ
て
い
た
石
垣
の
う
ち
、
南
側

の
石
垣
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
四
ツ
谷
駅
の
麹
町
口
駅
舎
の
下
部
に
保
存
さ
れ
て
お

り
、
わ
ず
か
に
往
時
の
面
影
を
偲
ぶ
の
み
で
す
が
、
北
側
の
石
垣
は
よ
く
見

え
る
状
態
で
現
存
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
）。

か
つ
て
四
谷
門
の
門
前
に
は
、
外
濠
を
渡
す
土ど

橋ば
し

が
架
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
現
在
、
こ
の
土
橋
の
位
置
に
は
、
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
竣
工
の
震

災
復
興
橋
梁
「
新
四
谷
見
附
橋
」
が
架
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
現
在
の

国
道
20
号
（
新
宿
通
り
）
は
、
新
四
谷
見
附
橋
の
南
側
を
通
っ
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
の
甲
州
街
道
は
、
四
谷
門
か
ら
現
在
の
新
四
谷
見
附
橋
の
位
置
で

外
濠
を
渡
り
、
い
っ
た
ん
南
に
折
れ
て
、
そ
の
後
現
在
の
国
道
20
号
の
位
置
で
西
へ
と
右
折
し
て
内
藤
新
宿
へ
向
か
っ
て

い
ま
し
た
。
明
治
に
入
る
と
、
こ
う
し
た
カ
ギ
型
の
道
筋
で
は
交
通
上
支
障
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
甲
州
街
道
が
屈
折
す
る

こ
と
な
く
外
濠
を
渡
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年
に
現
在
の
位
置
に
「
四
谷
見
附
橋
」
が
架
橋
さ

れ
ま
し
た
。

全
長
３
８
・
６
ｍ
、
幅
員
２
２
ｍ
、
鋼
ア
ー
チ
形
式
の
四
谷
見
附
橋
に
は
、
近
接
す
る
「
東と
う

宮ぐ
う

御ご

所し
ょ

」（
現
在
の
迎
賓
館

赤
坂
離
宮
）
に
配
慮
し
て
、
ネ
オ
・
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
装
飾
が
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
四
谷
見
附
橋
は
、
甲
州
街
道 写真１　四谷門の石垣
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の
拡
幅
に
伴
い
、
１
９
９
１
（
平
成
３
）
年
に
現
在
の

四
谷
見
附
橋（
全
長
４
４
・
４
ｍ
、幅
員
４
０
ｍ
、鋼
ア
ー

チ
状
方ほ
う

杖づ
え

ラ
ー
メ
ン
※
）（
写
真
２
）
に
架
け
替
え
ら

れ
ま
し
た
。
現
在
の
四
谷
見
附
橋
は
、
旧
橋
の
親
柱
※

や
高
欄
、
照
明
等
を
再
利
用
す
る
な
ど
、
そ
の
意
匠
を

継
承
し
て
い
ま
す
（
写
真
３
）。
な
お
、
架
け
替
え
ら

れ
た
旧
四
谷
見
附
橋
は
、現
在
は
「
長
池
見
附
橋
」（
写

真
４
）
と
し
て
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
長
池
公
園
に

移
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
新
、
旧
、
現
役
（
？
）
の
３
本
の
四
谷
見
附
橋
が
現
存
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

※
枡
形�

門
：
方
形
の
空
間
を
石
垣
な
ど
で
囲
む
形
式
の
門
の
こ
と
。
城
郭
の
出
入
り
口
に
設
置
さ
れ

た
門
な
ど
で
用
い
ら
れ
た
。

※
方
杖�

ラ
ー
メ
ン
：
方
杖
（
斜
め
材
）
を
使
っ
て
、
主
桁
と
橋
脚
ま
た
は
橋
台
を
剛
接
し
て
一
体
と

し
た
構
造
。

※
親
柱
：
橋
梁
の
高
欄
の
一
部
で
、
高
欄
の
端
部
に
建
て
る
柱
の
こ
と
。

写真２　現在の四谷見附橋

写真３　現在の四谷見附橋に使われている旧橋
の高欄

写真４　長池見附橋
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甲
武
鉄
道
と
御
所
ト
ン
ネ
ル

四
谷
見
附
橋
が
渡
る
江
戸
城
外
濠
は
、
１
６
０
４
（
慶
長
９
）
年
か
ら
１
６
３
６
（
寛
永
13
）
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た

江
戸
城
天
下
普
請
に
よ
り
築
造
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
江
戸
城
西
側
の
外
濠
は
、
武
蔵
野
台
地
縁
辺
部
の
複
雑
に
入
り

組
む
自
然
地
形
（
谷
筋
）
を
巧
み
に
利
用
し
つ
つ
も
、
大
規
模
な
掘
削
や
埋
め
立
て
を
伴
う
難
工
事
の
末
に
完
成
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
外
濠
は
、
土
橋
に
よ
り
い
く
つ
か
の
水
面
に
区
切
ら
れ
、
か
つ
て
の
四
谷
見
附
橋
（
土
橋
）
と
そ
の
南
の

喰く
ち
が
い違

土
橋
の
間
の
「
真
田
濠
」
を
最
高
所
と
し
て
、
あ
た
か
も
棚
田
の
よ
う
に
階
段
状
に
標
高
差
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

四
谷
見
附
橋
の
南
側
の
真
田
濠
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
灰か
い

燼じ
ん

処
理
の
た
め
に
埋
め
立
て
ら
れ
、
現
在
は
上
智
大
学
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
四
谷
見
附
橋
の
北
側
の
「
市
ヶ
谷
濠
」
は
、
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
に
Ｊ
Ｒ
東

日
本
中
央
線
の
前
身
に
あ
た
る
甲こ
う

武ぶ

鉄
道
の
敷
設
に
伴
い
一
部
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
さ
ら
に
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
の

中
央
線
の
複
々
線
化
に
伴
い
ほ
ぼ
南
半
分
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
現
在
は
「
外
濠
公
園
」
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
宿
～
牛
込
間
の
甲
武
鉄
道
敷
設
に
あ
た
り
、
外
濠
沿
い
に
は
４
か
所
の
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

唯
一
現
存
し
て
い
る
の
が
、
四
ツ
谷
駅
か
ら
新
宿
方
面
に
向
か
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
「
御
所
ト
ン
ネ
ル
」
で
す
。

御
所
ト
ン
ネ
ル
は
、
そ
の
名
が
示
す
よ
う
に
、
か
つ
て
の
東
宮
御
所
の
敷
地
を
通
過
し
て
い
ま
す
。
１
８
９
４
（
明
治

27
）
年
に
竣
工
し
た
御
所
ト
ン
ネ
ル
は
、
延
長
約
２
９
０
ｍ
、
一
部
に
石
材
を
用
い
た
レ
ン
ガ
造
の
馬ば

蹄て
い

形け
い

断
面
で
、
土ど

被か
ぶ

り
が
薄
い
こ
と
か
ら
、
開
削
工
法
※
に
よ
り
施
工
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
と
し
て
は
め
ず
ら
し
い
複
線
断
面
で
設
計
さ
れ
、

し
ば
ら
く
は
複
線
で
運
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
車
両
の
大
型
化
を
背
景
と
し
て
、
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
の
中
央
線

の
複
々
線
化
に
伴
い
、
単
線
使
用
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
御
所
ト
ン
ネ
ル
の
坑こ
う

門も
ん
※
は
、
レ
ン
ガ
と
切
石
に
よ
る
重
厚
な
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意
匠
を
誇
っ
て
お
り
、
そ
の
姿
は
現
在
で
も
中
央
総
武
緩か
ん
こ
う行
線
（
黄
色
い
電
車
）
の

下
り
線
四
谷
側
の
坑
門
に
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真
５
）。

こ
の
御
所
ト
ン
ネ
ル
の
西
側
に
は
、
三
線
の
単
線
断
面
の
ト
ン
ネ
ル
が
並
走
し
て

い
ま
す
。
１
９
２
９
（
昭
和
４
）
年
の
中
央
線
の
複
々
線
化
に
伴
い
建
設
さ
れ
た
「
新

御
所
ト
ン
ネ
ル
」（
写
真
６
）
で
す
。
新
御
所
ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
で
、

最
初
の
御
所
ト
ン
ネ
ル
は
旧
御
所
ト
ン
ネ
ル
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
新

御
所
ト
ン
ネ
ル
は
、
旧
御
所
ト
ン
ネ
ル
と
は
異
な
る
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
箱
型

断
面
で
す
が
、
工
法
は
旧
御
所
ト
ン
ネ
ル
と
同
じ
開
削
工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
材
料
や
構
造
、
意
匠
が
異
な
る
新

旧
の
御
所
ト
ン
ネ
ル
が
並
走
す
る
姿
か
ら
、

当
時
の
建
設
技
術
や
材
料
の
変
遷
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
新
御
所
ト
ン
ネ
ル
の
建
設
に
あ
わ
せ
て
、
旧
御
所
ト
ン
ネ
ル
も
新
宿
側

に
延
伸
さ
れ
、
こ
の
時
、
旧
御
所
ト
ン
ネ
ル
の
新
宿
側
の
坑
門
も
、
新
御
所
ト
ン

ネ
ル
の
坑
門
と
同
様
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
箱
型
の
意
匠
に
改
修
さ
れ
ま
し
た
（
写

真
７
）。
こ
れ
ら
の
新
旧
の
御
所
ト
ン
ネ
ル
は
、
東
京
メ
ト
ロ
丸
ノ
内
線
の
新
宿

方
面
ホ
ー
ム
か
ら
も
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

写真５　旧御所トンネルの坑門（四谷側）

写真６　新御所トンネルの坑門（四谷側）
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※�

開
削�

工
法
：
地
表
面
か
ら
一
定
の
深
さ
に
開
削
し
て
、
そ
の
後
上
部
を
埋
め
戻
し
て
ト

ン
ネ
ル
を
造
る
方
法
の
こ
と
。

※
坑
門
：
ト
ン
ネ
ル
の
入
口
の
構
え
の
こ
と
。

喰
違
見
附
と
紀き

尾お

井い

坂

右
手
に
迎
賓
館
、
左
手
に
真
田
濠
を
見
な
が
ら
外
堀
通
り
を
し
ば
ら
く
進
む
と
、

「
喰
違
土
橋
」
に
行
き
着
き
ま
す
。
喰

違
土
橋
は
、
真
田
濠
と
弁
慶
濠
を
隔
て

る
土
橋
で
す
。
真
田
濠
は
埋
め
立
て
ら

れ
ま
し
た
が
、
弁
慶
濠
は
一
部
に
首
都

高
速
が
通
る
も
の
の
大
き
な
改
変
は
免
れ
、
往
時
の
面
影
を
残
し
て
い
ま
す
。

喰
違
土
橋
を
渡
っ
た
先
の
「
喰
違
門
」
は
、
そ
の
名
の
通
り
土
塁
を
互
い

違
い
に
組
み
合
わ
せ
た
城
門
で
、
こ
こ
に
も
見
附
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。

喰
違
門
は
、
江
戸
城
の
他
の
城
門
と
は
異
な
り
、
石
垣
は
用
い
ら
れ
ず
土
塁

の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
明
治
以
降
、
道
路
線
形
を
整
え
る
た
め
に

土
塁
の
一
部
が
改
変
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
か
つ
て
の
城
門
の
姿
を
留

め
て
い
ま
す
（
写
真
８
）。

写真８　現在の喰違門

写真７　新旧の御所トンネル（新宿側）（右端が旧
御所トンネル）
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喰
違
門
を
抜
け
る
と
、
右
手
に
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
（
彦
根
藩
井
伊
家
屋
敷
跡
）、
左
手
に
上
智
大
学
（
尾
張

徳
川
家
屋
敷
跡
）
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
間
に
延
び
る
下
り
坂
が
「
紀
尾
井
坂
」（
写
真
９
）
で
す
。
紀
尾
井
坂
の
坂

名
は
、
江
戸
時
代
、
沿
道
に
紀
州
徳
川
家
、
尾
張
徳
川
家
、
彦
根
藩
井
伊
家
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。

紀
尾
井
坂
は
、１
８
７
８
（
明
治
11
）年
に
当
時
の
内
務
卿
大
久
保
利
通
が
暗
殺
さ
れ
た
場
所
と
し
て
も
知
ら
れ
て
お
り
、

紀
尾
井
坂
下
を
右
折
し
て
す
ぐ
左
手
の
「
清
水
谷
公
園
」（
紀
州
徳
川
家
屋
敷
跡
）
に
は
、
大
久
保
利
通
の
業
績
を
た
た

え
る
哀
悼
碑
（
写
真
10
）
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
清
水
谷
公
園
に
は
、
国
道
20
号
（
麹
町
大
通
り
）
の
拡
幅

の
際
に
出
土
し
た
「
玉
川
上
水
」
の
石
枡
（
写
真
11
）
も
置
か
れ
て
い
ま
す
。

写真９　紀尾井坂

写真 10　大久保利通の哀悼碑

写真 11　玉川上水の石枡
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弁
慶
橋
と
赤
坂
見
附

清
水
谷
公
園
の
前
の
道
を
南
へ
進
む
と
、「
弁
慶
橋
」
が
「
弁
慶
濠
」
を
渡

し
て
い
ま
す
。
実
は
、
江
戸
時
代
に
は
、
現
在
の
弁
慶
橋
の
位
置
に
橋
梁
は
渡

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
弁
慶
橋
は
、
現
在
の
千
代
田
区
岩
本

町
二
丁
目
、
か
つ
て
の
松
枝
町
と
岩
本
町
と
の
間
に
流
れ
て
い
た
藍
染
川
に
架

か
る
橋
梁
で
し
た
。
江
戸
城
の
普
請
に
も
従
事
し
た
大
工
棟
梁
の
弁
慶
小
左
衛

門
が
架
橋
し
た
こ
と
か
ら
、
弁
慶
橋
と
名
付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
１
８
８
５
（
明
治
18
）
年
に
藍
染
川
の
弁
慶
橋
が
廃
橋
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
そ
の
旧
材
を
利
用
し
て
、
１
８
８
９
（
明
治
22
）
年
に
外
濠
を
渡

す
現
在
の
位
置
に
新
た
に
架
橋
さ
れ
、
旧
橋
名
を
継
承
し
て
弁
慶
橋
と
名
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
弁
慶
濠
の
濠
名
は
、
こ
の
弁
慶
橋
に
由
来
す
る
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、現
在
の
弁
慶
橋
は
、１
９
８
５
（
昭
和
60
）
年
に
架
け
替
え
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
す
。

現
在
の
弁
慶
橋
の
橋
上
か
ら
東
を
眺
め
る
と
、
弁
慶
濠
の
正
面
に
そ
び
え
る
石
垣
（
写
真
12
）
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き

ま
す
。
周
辺
の
高
層
ビ
ル
や
首
都
高
速
の
高
架
橋
に
も
引
け
を
取
ら
な
い
存
在
感
を
誇
る
こ
の
石
垣
は
、「
赤
坂
門
」
の

枡
形
石
垣
の
一
部
で
す
。
赤
坂
門
は
、弁
慶
濠
と
溜
池
の
境
に
設
け
ら
れ
た
江
戸
城
の
城
門
で
、大
山
街
道
の
起
点
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

赤
坂
門
は
、
江
戸
城
の
城
門
の
な
か
で
も
ひ
と
き
わ
優
れ
た
造
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明
治
維
新
後
の 写真 12　赤坂門の石垣（弁慶濠側）
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１
８
７
１
（
明
治
４
）
年
に
渡
櫓
が
撤
去
さ
れ
、
さ
ら
に
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年
に
枡
形
石
垣
の
大
部
分
が
撤
去
さ
れ

ま
し
た
。
赤
坂
門
に
も
見
附
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、そ
の
記
憶
は
遺
さ
れ
た
枡
形
石
垣
の
一
部（
写
真
13
）と
と
も
に
、

「
赤
坂
見
附
」
と
し
て
東
京
メ
ト
ロ
の
駅
名
や
近
傍
の
交
差
点
名
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

四
谷
見
附
か
ら
赤
坂
見
附
ま
で
、わ
ず
か
２
㎞
弱
の
道
の
り
で
す
が
、そ
の
沿
道
に
は
、城
門
や
石
垣
、濠
、橋
梁
、街
道
、

鉄
道
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
、
近
世
か
ら
現
代
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
実
に
多
様
な
土
木
遺
産
が
積
層
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
の
多
く
は
、
い
ま
な
お
現
役
施
設
と
し
て
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
続
け
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
身
近
な
土
木
遺
産
の
成
り
立
ち
や
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
物
語
を

知
る
こ
と
で
、
日
々
の
暮
ら
し
で
見
慣
れ
た
、
も
し
か
す
る
と
少
し
味
気
な
く

感
じ
て
い
た
風
景
す
ら
、
滋
味
豊
か
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

︿
参
考
文
献
﹀

小
野
田
滋
：『
東
京
鉄
道
遺
産
』、
講
談
社
、
２
０
１
３

鈴
木
理
生
：『
江
戸
・
東
京
の
地
理
と
地
名
』、
日
本
実
業
出
版
社
、
２
０
０
６

千
代
田
区
教
育
委
員
会
編：『
史
跡
江
戸
城
外
堀
跡
保
存
管
理
計
画
書
』
千
代
田
区・

港
区
・
新
宿
区
、
２
０
０
８

写真 13　赤坂見附跡
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３ 

飯
田
橋
（
い
い
だ
ば
し
）

 
～
江
戸
・
東
京
の
交
通
の
要
衝
を
歩
く
～

Ｊ
Ｒ
東
日
本
中
央
線
の
東
京
駅
と
新
宿
駅
の
ほ
ぼ
中
間
、
江
戸
城
外
濠
と
神
田
川
の
合
流
点
付
近
に
「
飯
田
橋
駅
」
が

あ
り
ま
す
。
か
つ
て
の
花
街
、
現
在
は
老
舗
や
お
し
ゃ
れ
な
レ
ス
ト
ラ
ン
が
立
ち
並
ぶ
「
神か
ぐ
ら楽
坂ざ
か

」
の
玄
関
口
と
説
明
す

れ
ば
、
通
り
が
良
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

実
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
す
が
、
こ
の
飯
田
橋
駅
周
辺
は
、
江
戸
時
代
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
交
通

の
要
衝
と
し
て
、
江
戸
・
東
京
の
発
展
を
支
え
続
け
て
き
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
、
ま
ち
の
履
歴
を
色
濃
く
反
映
し
た
土

木
遺
産
を
見
て
歩
き
ま
し
ょ
う
。

飯
田
橋
の
地
名
の
由
来
と
飯
田
橋
駅
の
成
り
立
ち

飯
田
橋
の
地
名
の
由
来
は
、
徳
川
家
康
の
江
戸
入
り
ま
で
遡
さ
か
の
ぼり
ま
す
。
１
５
９
０
（
天
正
18
）
年
に
江
戸
入
り
し
た

家
康
が
、
現
在
の
飯
田
橋
周
辺
を
巡
視
し
た
際
、
案
内
役
を
務
め
た
の
が
飯
田
喜
兵
衛
と
い
う
人
物
で
し
た
。
こ
の
人

物
の
姓
に
ち
な
ん
で
、
一
帯
は
「
飯
田
町
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
中
央
線
の
前
身
で
あ
る
甲
武
鉄
道
が
、

１
８
９
５
（
明
治
28
）
年
に
開
設
し
た
駅
の
駅
名
も
「
飯
田
町
駅
」
で
し
た
。

そ
の
後
、
１
９
０
３
（
明
治
36
）
年
に
、
江
戸
城
外
濠
と
神
田
川
の
合
流
点
に
橋
が
架
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
橋
名
が
、
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3. 飯田橋

START

GOAL

N

100ｍ

アイガーデンエア
（飯田町駅跡）

牛込橋

牛込御門

飯田橋
セントラルプラザ
（飯田濠跡）

飯田橋

盛土の石積み

小石川橋通り架道橋

飯田橋駅西口

牛込駅跡

飯田町駅の記憶を継承するレール

平川の径

現在の牛込濠の落し口

首
都
高
速

目白
通り

外
堀
通
り

神
楽
坂

早稲田
通り

日本橋川

牛込濠

神
田
川

飯
田
橋
駅
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ま
さ
し
く「
飯
田
橋
」だ
っ
た
の
で
す
。そ
し
て
、こ
の
橋
名
が
、駅
名
や
町
名
と
し
て
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
こ
で
、「
飯
田
橋
駅
」
の
成
り
立
ち
に
触
れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
飯
田
橋
駅
が
開
業
し
た
の
は
、１
９
２
８
（
昭
和
３
）

年
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
以
前
、
飯
田
橋
駅
の
新
宿
寄
り
（
南
西
側
）
に
は
１
８
９
４
（
明
治
27
）
年
開
業
の
「
牛う
し

込ご
め

駅
」、

東
京
寄
り
（
東
側
）
に
は
１
８
９
５
（
明
治
28
）
年
開
業
の
「
飯
田
町
駅
」
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
甲
武
鉄
道
の

駅
と
し
て
開
業
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
あ
た
り
、
１
９
２
８
（
昭
和
３
）
年
に
新
宿
～
飯
田
町
駅
間
で
貨
客
分
離
を
目

的
と
し
た
複
々
線
化
工
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
際
、
牛
込
駅
と
飯
田
町
駅
の
ほ
ぼ
中
間
に
、
両
駅
を
統
合
す
る
形
で
「
飯
田

橋
駅
」
が
開
業
し
た
の
で
す
。
飯
田
橋
駅
の
開
業
に
伴
い
、
牛
込
駅
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
飯
田
町
駅
は
、
飯
田
橋
駅

開
業
後
も
長
距
離
列
車
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
の
役
割
を
担
い
続
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
３
３
（
昭
和
８
）
年
に

新
宿
駅
が
新
た
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
と
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
飯
田
町
駅
は
貨
物
専
用
駅
と
な
り
、
そ
の
後
少
し
ず
つ

規
模
を
縮
小
し
な
が
ら
営
業
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、
つ
い
に
１
９
９
９
（
平
成
11
）
年
に
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
の
記
憶
を
伝
え
る
牛
込
濠
と
牛
込
御
門

Ｊ
Ｒ
東
日
本
飯
田
橋
駅
西
口
駅
舎
の
２
階
に
あ
る
史
跡
眺
望
テ
ラ
ス
に
出
る
と
、
駅
前
を
横
切
る
早
稲
田
通
り
を
挟
ん

だ
右
手
正
面
に
、広
々
と
し
た
水
面
が
見
え
て
き
ま
す（
写
真
１
）。こ
れ
は
、江
戸
城
外
濠
の
一
つ「
牛
込
濠
」の
水
面
で
す
。

本
来
、
江
戸
城
防
衛
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
外
濠
で
す
が
、
現
在
で
は
、
の
び
や
か
に
広
が
る
水
面
と
、
濠
に
沿
っ
て
続

く
土
手
の
緑
や
桜
並
木
が
、ま
さ
に
都
会
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
、四
季
を
彩
り
、人
々
に
憩
い
や
潤
い
を
提
供
し
て
い
ま
す
。




